
情報システム特講Ｂ 2018/10/09

Toyohiko Hirota 1

情報システム特講Ｂ

第４回

本日の授業

• 問題探索

– 問題階層探索

• 演習

– 問題確認

– 問題階層探索ツール
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問題を定義するステップ

問題探索 機能と属性の分析

究極の理想解 Sカーブ分析
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今回の
演習

基本ではないが
推奨

抽象化

• 「語の意味を聞かれた時，われわれが常に抽象
のハシゴをより低いレベルの抽象に下れば，わ
れわれは言語の迷路に迷い込まなくてすむ．

– S. I. ハヤカワ著「思考と行動における言語」
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階層構造

ノード

Operation()
Add(Component)
Remove(Component)
GetChild(int)

部分木

Operation()
Add(Component)
Remove(Component)
GetChild(int)

リーフ

Operation()

children

forall g in children
g.Operation()

抽象階層 部分・全体

(2) 問題階層探索ツール
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より広い問題

当初の問題

より狭い問題

私がこの問題を
解くのを何が妨
げているか？
何が？他には？

なぜ私はこの
問題を解きた

いのか？
何が？他に

は？
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骨盤に沿って支持させる
適応性のある形状 広いサドルはペダル動作を邪

魔する
形状を変えることができないより狭い問題

広くてかつ狭いサドル
形状変化サドル

私がこの問題を解くのを何が
妨げているか？
何が？　他には？当初の問題

より優れたサドル
なぜ私はこの問題を解きたい
のか？
なぜ？　他には？

サドルが正しい位置で乗る人
を支えていない
乗る人の体型がさまざまより狭い問題

より広い問題

健康を維持する

人々がもっと自転車に乗る

より広い問題

乗る人の心地よさ

サドルの乗り心地が悪い

問題の階層

• 上位の問題

– より一般的な問題

– より広範囲の問題

• 当初の問題

• 下位の問題

– 特定の対象に焦点を当てる

– 一部の対象に焦点を当てる
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（問題の全体像）

（問題の具体化）

問題階層のチェック

• 「上位の問題」は，「当初の問題」（部分）を
含む「全体」である．

– 「上位の問題」の世界で，「当初の問題」を解決し
たい．

• 「下位の問題」は，「当初の問題」（抽象化）
の「具体化」である．

– 「当初の問題」の中で，特定の場合（「下位の問
題｝を解決したい．
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問題階層の事例

• 上位の問題

– 「ソフトウェア工学」の単位を取得する．

• 当初の問題

– 受講学生は「ソフトウェア工学」のレポートを期限
通りに提出する．

• 下位の問題

– 自分自身は「ソフトウェア工学」のレポートを期限
通りに提出する
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演習の手順（１）

• 本日のファシリテータ（司会・新呼応係）を決
めます．

• どんな問題を解くかを確認します．

• 効用分析の再確認

• その問題の本質はどこにありますか？

• 問題階層探索
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演習の手順（２）

4. ファシリテータがグループを代表して，演習結
果を教員に報告します．

1. 本日作業したA4用紙を提示します．

2. 終了時間になったら，作業途中でも，そこまでの中
間成果を提示します．

3. ファシリテータには出席カードを渡すので，表の自
分の学籍番号と氏名を記載し，裏面にはグループ番
号を記載し提出してください．
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演習レポート
（レポート２）

• ファシリテータは次回授業開始時までにレポー
トを提出しなければなりません．

• レポートは，教材のWebページから所定のExcel
ファイルをダウンロードし，演習結果を記入し
てください．

• ファイルは教員宛てのメールに添付ファイルと
して送付してください．

– 件名：レポートx グループ y

– 本文：提出者（ファシリテータ）の学籍番号と氏名

– 添付ファイル名：RxGy.xlsx
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xはレポート番号，yはグループ番号です

予習課題

• 第5回小テスト「対立解消図」に回答してくださ
い．

• 回答期間

– 10月9日（火）14:30～10月15日（月）13:00

• 次回のスライド，ネット上の資料，他科目の教
材などを参照してください．

• 友人と相談してもかまいません．
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おわりに

• レポート締切は次回の講義の直前（12:50）とし
ます．

• 次回はTOCの「対立解消図」を取り上げます．

• TRIZで矛盾に焦点を当て，その矛盾を解決する
ために「発明原理」を活用します．

• 次回は問題を解決する前に，どこに矛盾がある
のかを顕在化させます．
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